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北海道・外国人労働者の雇用・採用に対する企業の動向調査（2025 年 8 月） 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンク

に帰属します。  

当レポートはプレスリリース用資料として作成して

おります 。著作 権法 の範 囲内 でご 利用い ただ き、
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北海道・外国人労働者の雇用・採用に対する企業の動向調査
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今回の調査によると、現在、外国人を「雇用している」北海道内企業は 14.9％となり、前回調査

（2024 年 2 月）から 0.5 ポイント上昇、採用拡大の意向がある企業は 15.1％だった。外国人労

働者の雇用・採用における課題では、「スキルや語学などの教育」「コミュニケーション」が依然と

して高い。外国人労働者の受け入れを進めるうえでは、円滑な労使関係を構築する仕組みづく

りが必要であろう。 

 

※株式会社帝国データバンク札幌支店は、北海道内 1,104 社を対象にアンケート調査を実施した。なお、外国人労働者の雇用・採

用に対する企業の動向調査は、前回 2024 年 2 月に実施し、今回で 2 回目。  

調査期間：2025 年 8 月 18 日～8 月 31 日（インターネット調査）  

調査対象：道内 1,104 社、有効回答企業数は 477 社（回答率 43.2％） 

  

SUMMARY 
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課題は「教育・コミュニケーション」が突出 

円滑な労使関係を構築する仕組みづくりが必要 

 

外国人労働者、 
企業の 15.1％が採用拡大
の意向 
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北海道・外国人労働者の雇用・採用に対する企業の動向調査（2025 年 8 月） 

外国人を雇用している企業は 14.9％                

「運輸・倉庫」「農・林・水産」などで採用拡大の傾向 

外国人の雇用・採用について尋ねたところ、現在「雇用している」道内企業は 14.9％となり、前回調査

（2024 年 2 月）から 0.5 ポイント増加した。一方で、現在「雇用していない」企業は 66.7％（前回比

0.8 ポイント減）となった。 

また、今後の採用に関しては、現在外国人を雇用しており、かつ採用を増やす意向の企業は前回調査

から 2.2 ポイント低下し、2.3％にとどまった。また、現在雇用していないが、今後新たに採用する企業は

12.8％（前回比 0.9 ポイント増）だった。両者の合計 15.1％（同 1.3 ポイント減）の企業が外国人労働

者を採用開始・拡大する意向があることが分かった。 

外国人労働者の雇用・採用動向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 業種別の外国人労働者の採用の拡大については、「運輸・倉庫」が 35.0％（前回比 16.0 ポイント増）で

トップとなり、次いで「農・林・水産」（27.3％、同 2.3 ポイント増）、「建設」（20.0％、同 3.3 ポイント減）が

続いた。 

前回調査と比較すると、外国人労働者の採用拡大の割合は「運輸・倉庫」「農・林・水産」「小売」の３業種

が上昇し、「建設」「サービス」「不動産」「製造」の４業種が低下した。また、「卸売」は横ばいとなった。  

外国人労働者の雇用・採用動向  
外国人労働者の採用を拡大する割合 
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北海道・外国人労働者の雇用・採用に対する企業の動向調査（2025 年 8 月） 

外国人雇用の課題、「教育・コミュニケーション」が突出 

外国人労働者を雇用する際の課題について尋ねたところ、「スキルや語学などの教育」（60.2％、前回比

2.1 ポイント増）と「コミュニケーション」（56.8％、同 2.8 ポイント増）が 50％を上回り、前回調査に引き続

き突出して高かった。企業からは、「業界としてコミュニケーションは必須であるが、外国人を雇用し教育・

研修するコストを考えると、積極的に取り組めない」（放送業）といった声が聞かれた。  

外国人労働者の雇用・採用における課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

本調査の結果、外国人労働者の採用を拡大する意向のある道内企業は 15.1％だった。とりわけ、2024

年 9月に特定技能の分野に自動車運送業が指定されたことにともない、運送業において外国人の採用拡大

への意向が高まっている。これらの業種で人手不足が高止まりしている現状を踏まえると、特に外国人労働

者を雇用するニーズは強まると予想される。 

また、外国人労働者の雇用・採用において「スキルや語学などの教育」「コミュニケーション」が大きな課題

となっている。今後も外国人労働者は増加していくとみられるが、個々の企業で具体的な解決策を講じるに

は限界もあるなかで、外国人労働者の受け入れを推進する公的機関が主導する形で、円滑な労使関係を

構築する仕組みづくりが必要であろう。 
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継続性・定着

社風、業務内容への適応

行政関連、雇用契約など各種手続き
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採用方法や採用ツールが不足
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上段：2025年8月調査

下段：2024年2月調査
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北海道・外国人労働者の雇用・採用に対する企業の動向調査（2025 年 8 月） 

＜参考＞外国人労働者・雇用事業所の推移（全国）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞企業からの声  

主な企業からの声  業種 51 分類  

○  旅客運送業なので、乗務員として採用を検討中。コミュニケーションが取れるのであ

れば、積極的に採用したい  
運輸・倉庫  

○  数年の研修名目ではなく、長く働いてもらえる制度があれば雇用を検討したい  その他製造業  

○  会社外での活動・生活をサポートできるか心配  自動車・同部品小売業  

○  自社独自での雇用は難しいが、協力会社や親会社を経由して派遣してもらえると助

かる  
建設  

○  販売にあたっては説明が必要な商品を取り扱っているので、外国人の社員ではいま

のところ困難  

繊維・繊維製品・服飾

品卸売業  

○  日本のルールを理解できる、日本語でコミュニケーションが取れる人材なら良いと思

う。試験・資格制度はあってしかるべき  
専門商品小売  

○  電気工事においては資格取得が必須であり、技術者として育成に時間がかかると予

想される  
建設  
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外国人労働者数

230万2587人

出所：厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況について(各年10月)」

外国人雇用事業所数

34万2087カ所

(人) (カ所)


